
理事会議事録 
作成日 令和 5 年 4 月 12 日 

作成者 加藤 

 

会議名 さいたま市シニアユニバーシティ北浦和校協議会 理事会(令和 5 年度第 1 回) 

日 時 令和 5 年 4 月 12 日 午後 1 時 35 分～午後 3 時 50 分 

場 所 浦和ふれあい館 第 2 会議室 

出席者 

(所属校友会) 

※敬称略 

寺内(6)、本間(8)、藤枝(8)、池田(10)、竹原(11)、瀧澤(13)、松尾(13)、加賀見(14) 

石井(14)、庄子(16)、内藤(16)、伊藤(17)、小嶋(17)、天野(18)、中島(18)、尾形(19) 

森川(19)、加藤(19) 全 18 名 

 

議   題（順不同） 

1.会長挨拶 

2.前回理事会議事録確認 

3.連合会連絡事項 

4.令和 5 年度各期理事及び連合会代議員確認 

5.令和 5 年度北協組織役割分担確認 

6.令和 4 年度決算報告 

7.各期会員数の確認 

8.連合会費、北協会費の徴収のスケジュール 

9.令和 5 年度事業計画の実施スケジュールと補助金申請について 

10.その他 

以上 

決定事項・課題等（順不同） 

1.会長挨拶/ 

・就任挨拶の中で、新しい試みの検討をしつつ有意義に楽しい時間を構築できれば、とのメッセージ。 

2.前回理事会議事録確認 

・指摘事項等無く承認済み。 

3.連合会連絡事項(伊藤理事) 

(1)連合会運営について‐臨時常任理事会報告参照‐ 

・さいたま「未来を担うこどもたちのために」募金の取り纏め状況では、北協は東浦和協議会に次ぐ 

募金額であった。 

・’23年度連合会役員には伊藤、天野両氏を申請、各期理事は竹原、瀧澤、加賀見、庄子、尾形の各氏に 

依頼、代議員については三上、松尾、石井、依田、内藤、吉沼、権田、中島、森川、青木の各氏に 

依頼。また、会計監査については小嶋氏にお願いする。 

・’23年度会員数については、下記 4－(4)の会員数で報告する。 

・今期の事業計画作成では、さいたま市からの補助金に関して、年間の事業規模に関連して額も決まって

くることから、各協議会においては行事予定をいつもに増して計画を作成して欲しいとの要請。 

中でも、社会福祉活動に関しては、特に増やすようにとの連合会からの強い要望があった。 

次項へ 

【略語説明】「北協」：北浦和校協議会、「北浦和〇期」：北協傘下の各校友会 

「連合会」：さいたま市シニアユニバーシティ校友会連合会、 



前項より 

但し、この件では、社会福祉活動は別としても、従前の予算措置面から、あくまでその範囲内で押さえる

べきとの異論があった。 

(2)定期総会資料、準備状況について‐臨時常任理事会報告参照‐ 

・連合会総会(5/9)に北協からの出席者 8名、懇親会参加者は 0名の予定。 

4.北協確認事項 

(1) .令和 5 年度各期理事及び連合会代議員確認‐令和 5 年度理事名簿参照‐ 

・一部 E-mail アドレスを除き、原案どおり了承。 

(2) 令和 5 年度北協組織役割分担確認‐令和 5 年度理事名簿参照‐ 

・上記(1)に同じ 

(3) 令和 4 年度決算報告‐北浦和協議会 2022 年度決算(案)参照‐ 

・決算案通り承認済み。後日、瀧澤理事より、期末基準日の最終版を配布する。 

(4) 各期会員数の確認 

・前回報告時点から若干の変更が生じ、次のとおりとなった。 

 6 期 21 名、8 期 36 名、10 期 15 名、11 期 40 名、13 期 36 名、14 期 58 名、16 期 72 名、17 期 

40 名、18 期 34 名、19 期 60 名 以上 

(5) 連合会費、北協会費の徴収のスケジュール 

・次回理事会を払込み期限とし、6、8、10 期を除き、会計より直ちに伊藤常任理事に手交する。 

(6) 令和 5 年度事業計画の実施スケジュールと補助金申請について 

①北協主催事業等 

a＜浦和踊り(7/16)＞への参加： 

・北浦和協議会連(連長尾形)として既に申込済みで、練習日等のスケジュール調整は加賀見理事に依頼 

する。尚、東浦和協議会も参加予定。 

b＜演芸会＞実施： 

・実施予定日は、11/13(月)、11/20(月)、11/27(月)の中から、11/20 を最優先とし、次に 11/13 を選択 

できるように手配する。上記の 3 日のうちで会場確保が困難な場合は、実施可能な日で応募する。 

・場所は、浦和又は武蔵浦和のコミュニティセンター(以下、コミセン)の何れかを確保の必要あり 

その抽選日が 5/1 で、浦和を最優先とする。 

・抽選応募者数は、10 期を除き、次のとおり。6 期 1 名、8 期 1 名、11 期 3 名、13 期 1 名、14 期 

10 名、16 期 2 名、17 期 1 名、18 期 1 名、19 期 4 名の全 24 名を予定し、それぞれ浦和コミセン 

19 名、武蔵浦和コミセン 5 名とする。尚、武蔵浦和コミセンは 14 期 4 名と 13 期 1 名が担当、他は

浦和コミセンの抽選に臨む。 

c＜ボーリング大会＞： 

・実施予定日は 12/4(月)又は 12/11(月)の両日の中から決めることとし、12/11 を最優先とする。 

・実施要領等の準備は、竹原、加賀見の両理事に依頼。 

d＜麻雀大会＞： 

・本企画は好評で回数を増やす要望が強く、本年度は、8 月と 1 月の２回実施の予定でいる。また 

賞品等の充実を図るべく、参加費は１５００円を見積もっている。計画は庄子理事に依頼する。 

②各期主催事業と補助金申請事業の確認 

a.東浦和校 13 期主催＜マリンバ・ピアノ＆弦楽四重奏の調べ(6/14)＞：申込は本日中に 

b.14 期主催＜ローズマリーバンドコンサート(5/23)＞： 

次項へ 



前項より 

・136 名の参加申込があった。特に 21 期からも 4 名の申込があった。 

C.17 期主催＜歴史講座(6/17)＞： 

・今月 20 日を目途に資料作成中。「どうする家康」をテーマに、浦和コミセン 15 会議室にて AM10:00 

 より実施予定。5/12 理事会にて参加人数を報告願いたい。 

d.11 期主催＜新春講演会＞：現在、選考中。 

4.その他 

(1)社会貢献活動の今期の取組み方針について照会(内藤理事より) 

・ボランティア活動の尚和園慰問、お元気倶楽部支援活動、赤い羽根募金活動の 3 つについて、それぞれ 

次のとおりとする。 

・基本的に、赤い羽根募金活動については 19 期に引き継ぐ。 

・尚和園慰問については 19 期より先方の担当者に受入れの可否を確認する。お元気倶楽部支援活動に 

ついては、小嶋理事より地域包括支援センタージェイコー埼玉の担当者に実施予定の有無を確認する。

そのうえで今後の方針を決定する。 

(2)20 期及び 21 期の校友会活動状況に関する情報提供等(瀧澤理事) 

・21 期は 4 月に総会を実施、北協参加の意向が強いとの感触。 

・20 期については北協への参加は難しそうとのこと。但し、その場合でも、参加希望者がいるときは 

救済措置を考慮すべきとの意見表明があった。これに対する反対意見は無かったが、連絡役は設けるべ

きとの付帯意見があった。 

(3) 北協のホームページ(以下、HP)の維持管理について 

・前回理事会の保留案件で、再協議の結果、今後は HP の維持管理を 19 期が担当することで決定、前任

の 14 期中尾氏と今後引継ぎをしていく。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 

・令和 5 年度 4 月第 1 回北浦和協議会理事会 議題 

・令和 5 年度北協(略)正副会長理事名簿 

・北浦和協議会 2022 年度決算(案) 

・令和 5 年度連合会臨時常任理事会報告 

次回予定 令和 5 年 5 月 10 日(火) 

 


